
７ 2023年10月15日　第397号　おおさか自治体の仲間 おおさか自治体の仲間　2023年10月15日　第397号 ６

　９月17日、秋の大運動スタート集会（保育・学童保
育・子育て支援の充実を求める秋の大運動大阪実行委
員会）に、保護者や保育・学童保育関係者など、オン
ライン併用で約300人が参加し、実行委員長の尾﨑一
美さん（大阪自治労連副委員長）が「署名を全力で取
り組みましょう」と主催者あいさつしました。
　報告では、全国保育団体「全国の保育事業」、埼玉
県学童保育連絡協議会「埼玉の学童保育施策」などた
たかう仲間の実践的な活動とともに、「もうひとり保

育士を実行委員会」アンケートが紹介されました。講
演では、「異次元の少子化対策で子育てしやすい社会
はできるのか？働く保護者たちの子育てと暮らしはな
ぜ苦しいのか」というテーマで蓑輪明子さん（名城大
学）から保育の厳しい現状から改善への糸口など学ぶ
ことができました。この署名には、誰もが安心して子
どもを生み育てられる環境をつくり、元気に健やかな
成長を願う保護者と保育士の思いが託されています。
　そのためにも、「保育の実態」をできるだけ多くの
人に理解を求めて、世論と運動で社会を動かしていこ
うと参加者全員で決意して集会を終えました。

（解き方）二重ワクの文字をＡ～Ｇの順に並べ
かえてできる言葉を答えてください。

出題者：山本汎昭さん

安心して保育ができる
体制と環境改善を

（2023秋の大運動スタート集会）

ヒント：３Ｔアクション
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2022年度
自治労連共済個人還元金について
　自治労連共済は、掛金の７割を支払共済金（うち異
常危険準備金に５％）に充てることを基本に運営して
います。
　決算の結果、剰余金が出た場合は、「剰余金処分基
準」にしたがって処分されます。2022年度は、新型コ
ロナウイルス感染症事由による支払いが激増し、支払
共済金に充てる金額（受入共済掛金の65%）を大幅に
超過しました。そのため、2022年度決算（自治労連第
45回定期大会承認）では、単年度収支で約２億800万
円の赤字となり、同額を異常危険準備金から取崩し、
赤字を補填しました。そのために、期末繰越利益剰余
金は０円となり、2022年度の「個人還元」については
実施されないことが確認されました。
2020年度からの新型コロナウイルス感染症事由によ
る支払件数はすべての加入者の約３割（延べ）にのぼ
り、支払共済金の累計額は約８億円となりました。東
日本大震災関連の支払総額が約９億3,000万円であ
り、まさに大規模災害とも言える事態でした。

　一方で、自治労連共済がこのような事態を乗り越え
られたのは、みなさんの加入で仲間同士の助け合い事
業を発展させてきているからです。
　あらためて加入者のみなさんに感謝申し上げます。
　なお、重大災害等の事態に対応するための積立金で
ある異常危険準備金は、2023年５月末現在で約50億円
となっています。将来予想される巨大地震や自然災害
などの大災害に備えるため、基金の積立を継続して行
います。
　引き続き、自治労連共済への加入とともに、ご家族
も含めて新規加入をよろしくお願いします。

・受入共済掛金：19億9,440万超
・支払共済金：15億3,600万超
 （前年比５億9,000万超増）
　　　　　　　純掛金ベース（65％）
　　　　　　　＊12億9,630万超
　　　　　　　＊ 受入共済掛金のうち、支払共

済金に充てる金額

秋の大運動スタート集会に集まった
保護者や保育・学童保育関係者　　


